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読者の中には，個人情報保護法の条文を見たことがない方もいると思います。確かに講義や
行政法のテキストで扱われる割合は大きくありません。しかし情報通信技術の量的・質的な
発展により，好むと好まざるとにかかわらず個人情報の利用は爆発的に拡大しています（こ

れを書いている今も，弁護士会が行った転居先照会を日本郵便が拒否した事例の裁判例が報じられまし
た〔10月 25日〕。本書の 23条の解説を参考にその当否を考えてみて下さい）。個人情報とは何か？
どう利用するか？　不適切な利用にどう対処するか？　という問題――一市民である私たちも，こうし
た問題を漠然と捉えるのみではなく，条文に沿った法的観点からの議論にも触れ，考えてみることが必
要なのではないかと感じています。
　本書は，個人情報保護法とそれに関連する法令について，豊富な裁判例とともに適切な解説を付すこ
とで，詳細かつ体系的な理解を可能としています。特に第 4版では，個人情報保護法制において，
2013 年 5月に公布された「共通番号法」が有する特例としての位置づけを解説していただきました。
イザ！というときすぐ参照できるよう，ぜひそばに置いてほしい 1冊です。（井植）

編集
担当者
から

実務 一般法務中級

ヨコ書きになり，ますます見やすくなりました。


